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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高度な実践を担う看護師の“臨床判断力”を強化するWebによる学習支援
プログラムを開発.評価することであった。研究活動は、初年度に上級実践コース院生の臨床演習・実習での学習ニー
ズ調査、米国の高度実戦力育成方法の調査、高度実践看護教育における臨床判断強化法の文献レビュー；続いて、Web
学習支援システム導入のための調査、3年目に、Web学習支援プログラムを作成・開始し、本Webプログラムを活用した
学生による評価調査を行った。結果、Web学習支援システムを活用した学生の評価は即時的対応の改善はあるが、臨床
判断力強化への段階的指導を含む教育課程の教育内容・実習環境調整等の課題を提示した。

研究成果の概要（英文）：Aim of this study was to develop and evaluate a web-assisted educational program 
in order to strengthen clinical judgement ability of nurses seeking advanced practitioners. First, a 
learning need study of master students in advanced nurse practitioner courses, a hearing survey of 
advanced nurse practitioner courses in United States, and a systematic review on clinical judgement 
education were conducted. Selecting and developing an e-educational program, authors conducted an 
evaluation study. Findings of master students’ evaluation of e-educational program, they reported that 
they received timely tutoring from tutors or faculty members, although they had difficulty to evaluate 
educational support to strengthening clinical judgement ability. This web-assisted educational program 
needs to develop further regarding monitoring and discussing process of clinical judgement and revise 
educational program to strengthen clinical judgement ability and establish learning facility and system.

研究分野： 看護学　看護教育
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１．研究開始当初の背景 
 日本において、今日、小子高齢化の社会構
造を背景に、医療の危機が叫ばれ、人々の安
心・安全を保障する保健医療サービス提供の
ための、医師以外の医療専門職が参加するチ
ーム医療の重要性が指摘されている。看護の
高等教育化がこの 20 年間で急速に進み、看
護専門職育成の体制は充実してきており、安
心・安全な医療を保障する保健医療チームの
一員として高度な実践を担う専門性の高い
看護師（高度実践看護師）の育成プログラム
は、多くの大学院で既に開始している。 
諸外国において、すでに、Advanced 

Practice Nurse (APN) は、Nurse 
Practitioner (NP)をはじめとして、使用して
いるタイトルは異なるものの、米国、カナダ、
英国、オーストラリア、台湾、香港、タイ国、
韓国、スウェーデン等、それぞれの国の保健
医療ニーズに合った APN の実践が始まって
いる。その APN 活用の成果に関して、
Advanced Practice Nurse の 1990 年から
2008 年までの 69 件の成果研究がシステマテ
ィックレビューされ、成果があった事が報告
されている。 
日本においては、平成 23 年から厚生労働

省看護課は、「特定看護師（仮称）調査試行
事業」の実施を開始した。しかしながら、臨
床判断力の強化のための教育方法の研究は
限られている。これまで、研究者らは, Web
でのリフレクションログを取り入れた学修
支援プログラムを開発してきた。しかしなが
ら、教員との教育的関わりを記録すること、
院生のキャリア開発に関する学修全般を支
援できるプログラムには至っておらず、開発
の余地がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「高度な実践を担う専門

性の高い看護師（高度実践看護師）」の“ケ
アとキュアの融合  による臨床判断力”
（Clinical Judgment） を強化するために、
これまで開発してきた e-log(プラクティスロ
グ)を、実習・演習・課題研究を進める院生の
“リフレクション”ログと教員の“メンタリ
ング”記録を加え、Web による臨床判断強化
サイクルを促進するプログラムを開発する
ことである。加えて、プログラム開発の成果
を“ケアとキュアの融合の実践”に関して評
価することである。将来、リフレクティブ実
践に基づくポートフォリオとして体系化し、
院生の将来にわたるキャリア開発につなが
るプログラムを開発し、試用し、その過程を
評価する。 
 
３．研究の方法 
 Web-アシスト学習支援プログラム開発の
ため、年次毎に段階的に年度および 2 年目に
下記の研究を重ね、最終年度に試行した学習
支援プログラムの評価研究を行った。 
初年度（平成 24 年度）： 

(１) 高度実践看護師を目指す修士課程大学
院生（高度実践看護学院生）の臨地演習・実
習での学習プロセスと学習ニーズの調査 
 研究対象者に研究協力の公募をし、承諾の
得られた高度実践看護コースを専攻してい
る学生へ①臨地演習・実習のプロセス；②学
習成果、③効果的学習のための要望等につい
てインタビューガイドを使用して面接調査
した。 
(２)高度実践看護師育成の先進国における
高度実践力育成のための学習支援方法の調
査   
調査方法：米国におけるAdvanced practice 

nurse (APN)の教育において先進的に実施し
ているオレゴンヘルスサイエンス大学看護
学研究科の調査協力を得、実地に、施設・設
備見学、教員の聴取、ＡＰＮの活動視察を行
った。特に、臨床判断とその実践力強化のた
めの学習支援の方法を視察により調査した。 
さらに、イリノイ大学大学院、ラッシュ大

学大学院、コロンビア大学大学院の調査をお
おなった。 
 

 (３)高度実践看護学院生の学習ニーズおよ
び海外の高度実践看護師教育の情報を基に、
高度実践看護師教育プログラムの概念整理 
 高度実践および高度実践教育に関する文
献検討をシステマティックレビューを行い、
教育効果に関する根拠と教育研究、および教
育プログラムの中核概念を抽出し、記述した。 
 
2 年目（平成 25 年度）： 
（４）Web 基盤の学習支援システムを導入選
定のための調査 
選定方法：初年度の調査結果から、省察的

実践能力支援プログラム試案の開発可能な
Web-研究者と共に、欧米の省察的実践教育先
進施設の助言を得ながら検討した。 
 
３年目（平成 26 年）： 
(５)臨床判断力強化支援プログラムの評価
研究 
評価方法：Web アシスト学習支援プログラム
を活用した高度実践看護師をめざす修士課
程の院生・認定看護師教育課程で受講してい
る看護師の Web 学習プログラム manaba で、
履修した演習や実習での学習体験を面接調
査し、学びのプロセスと学習上での学習ニー
ズ達成度を評価してもらい、Web 学習プログ
ラムでの実践での学びの上での問題点と改
善点を分析した。また、この結果を 2012 年
度のプログラム導入前の臨地実習の体験の
記述と比較しプログラムの成果を、ケアとキ
ュアの融合の臨床判断の視点から質的に評
価した。 
 

４．研究成果 
（１）高度実践看護師を目指す修士課程大学
院生（高度実践看護学院生）の臨地演習・実
習での学習プロセスと学習ニーズの調査 



5 名の在宅看護学、小児看護学の修士課程
の高度実践看護師を目指す学生から、協力を
得た。①実習前に、実習で使用するフィジカ
ルアセスメントを準備し、臨地・演習、実習
に取り組んでいた。臨地では、高度実践をす
る看護師は限られ、医師の指導を受けながら、
進めている報告が多く、看護師の臨床判断力
の獲得に関し、確信が得にくく、教員とのコ
ミュニケーションの必要性が大きいとの課
題についての意見が多く報告された。Web 上
でのこまめな学習支援が効果的であること
が抽出された。 
臨地演習・実習場所では、自由に PC が使

える状況になく、患者の個人情報にもかかわ
るため、患者のフィジカルアセスメント情報
を安全に、指導者と教員に相談するかも課題
として挙がった。 
（２）高度実践看護師育成の先進国におけ

る高度実践力育成のための学習支援方法の
調査   
オレゴン州立大学の大学院では、事例に基

づく学習やシミュレーションなど、実践的な
教育方法が多用されていることや、日本と比
較して長期間の実習により臨床判断力を強
化していることを聴取した。 
イリノイ州の 2大学、ニューヨーク州、コ

ロンビア大学の上級実践教育を視察し、コー
ス全体が e-learning、あるいは TV ネットに
よる遠隔教育が進んでおり、Web 上での学習
支援システムで高度実践者教育がすすんで
いる情報を得た。また、現在、全米で AP の
教育は、Doctor of Nursing Practice （DNP） 
へ移行しているということで、管理、教育の
科目が増やされているとのことであった。 
さらに、臨床判断力育成の第 1人者である

オレゴンヘルスサイエンスの、Dr.Tanner 等
を米国の研究者を招へいし、教育方法に関す
る講義、講演、そしてコンサルテーションに
より、高度実践教育が臨床経験をもつ看護師
への教育プログラムであることから、一人一
人の学生への背景の考慮、およびそれぞれの
臨床場面のプロセスとその達成レベルを明
示したルーブリックの必要性と活用が必要
であると助言を受けた。 
（３）高度実践看護学院生の学習ニーズおよ
び海外の高度実践看護師教育の情報を基に、
高度実践看護師教育プログラムの概念整理 
 システマティックレビューを投稿した、 
 
（４）Web 基盤の学習支援システムを導入選
定のための調査 
上記検討結果を参考に、本学の Web 基盤型

学習支援システムの選定に携わった。日本に
おいて、導入可能な Web 基盤型学習支援シス
テムのセミナー、コンペティシャンを開催し、
情報を得た。Web アシストプログラムの経験
が豊富でない教員・学生が活用できるプログ
ラムという条件で選定した。結果、(株)朝日
ネット社の「manaba」が導入されることとな
った。 

（５）臨床判断力強化支援プログラムの評価
研究 
Web アシストの教育プログラムを活用した

修士課程の高度実践を目指す学生と、認定看
護師課程の学生から協力を得た。 
その結果、Web 学習プログラムにより学習

者のニーズには対応しやすくなったと報告
された。しかしながら、高度実践看護師養成
においては、受講生の能力の個人差の大きい
ため、実習のメンターの重要性があるとの意
見が報告された。現状では、メンター育成が
いまだ不十分であり、Web 学習プログラムの
実習科目での活用も含め、今後更なる研究が
必要であるという問題点が報告された。   
 
結論： 
高度実践看護師のリフレクティブ臨床判

断力を強化するための臨地実習改善策の提
示 
上記研究の結果、高度実践看護師を目指す

学習者のリフレクティブ臨床判断力を強化
するためには、 
第１に、臨地演習・実習での、学生の臨床

判断過程で、それぞれリフレクションを促す
仕組みの構築が必要である、 
第２に、実習期間中に教員から適宜指導を

受ける体制を強化することが必要であるこ
と 
第３に、高度実践看護師養成に特化したメ

ンターの育成の必要性がある 
今後、Web 学習支援プログラムを実習科目

で活用し、各看護専門領域での臨床判断職の
ある高度実践看護師教育をするため、教育過
程の評価を継続する必要が示唆された。 
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